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Some of the Characteristics of Varnlshed Fabrics
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内 容 梗 概

新しい絶縁物マイラポリエステルフィルム,ナイロンその他の可擁性フイルムが続々実用化されんと

しつゝある中で,いわゆるワニスクロスも価格の面量産の面でまだ絶縁材料としてかなり重要な位置を

占めている｡このワニスクロス類について筆者が一般に検討不十分と考えた二,三の特性についての特

殊実験結果について紹介した｡その結果はつぎのようである｡

(1)黒色ワニスクロスほ高温絶縁油中においても黄色ワニスクロスと同等に使用できる｡

(2〕ワニスクロス類中ワニスナイロソクロスは耐湿,耐熱に概してすぐれているが実用上注意を要

する点がある｡

〔3)ワニスガラスバイアスクロスは同一伸長率でワニスバイアスクロスより電気的特性の低下が少

い｡

(4) ワニスクロス頬だけでなく

Lなければならない｡

〔Ⅰ〕緒

現在ワニスクロス ほ電気機器

の各種絶縁に広く使用されてお

り,その一般特性は周知のとおり

であるが,機器の設計上および

際使用上においては めんとする

特惟値を欠くことが少くない｡し

かるにこれら特殊性能についてほ

あまり検討されていないのが現状

であり,筆者ほ現在までに行って

きたこれら特殊性籠試験の二,三

の結果についてやゝ断片的である

が,とりまとめて紹介し,この種

物需要者の参考に供するしだ

いである｡

〔ⅠⅠ〕黒色および黄色ワニ

スクロスの耐油性の比較

黒色ワニスクロスほ一般に耐油

性が恋いものとして油に触れる部

分での使用をきらわれているが,

保管巾の変質が樋めて少く電気絶

縁性および耐湿性に富むため,油
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この種シート状絶縁物の絶縁破壊電圧とその測定電極面掛ま重要視
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第1図 ワニスクロスの各温度下での油中浸濱口数と抗張力および伸の
関係

Fig▲1･RelationBetweenlmmersingTimeinInsulating Oiland

TensileStrengthorElongatingat Various Temperatures

入電長く機掛こも使用が希望されているのに鑑み,この点

について実験を行い,その結果を検討してみた｡

一般にワニスクロスの耐油性は,それ自体の劣化と,

ワニスクロスを浸漬した柚の劣化の二つが考えられるべ

きである｡

(1)絶縁油に浸漬したワニスクロスの劣化

(A)絶縁朝河一加熱品の抗張力および伸びの変化

*
日立製作所日立絶縁物工場

弟1図に示すように低~Fの大部分は1～6日間に起り,

その後は大体飽和の傾向を示し,図にほ15日加熱までを

示したが30日以上加熱後も大差を認めない｡また600c以

下の温度では低下は かであるが,1000c特に120ぴCで

ほその低下が著しい｡1000cぉよび120dcの空気中での

加熱結潔によれば,15Elまでほいづれも増加し,20日以

上になって幾分低下しているが,その値は油中における

よりかなり高い｡



日 立 評 絶 縁 材 料

黒色晶と黄色品を比較すると,一般に黒色品の方が低

下の程度が少い｡

(B)絶縁油中加熱品の絶縁破腰電圧の変化

舞2図に12αCの絶縁油中で加熱したワニスクロスの

絶縁破壊電圧の変化を示したが,加熱後数日間はいずれ

も上昇している｡これは空気中加熱の場合と同様にワニ

スの硬化によるものと考えられ,それ以後ほワニスの劣

化が起って低下するが加 前の値の…までは容易には低
下しない｡黒色品と黄色品を比較すると,黒色品の低下

がやや少いことがわかる｡また500cのW-28ワニス巾

に浸潰後の絶縁破壊電圧は,5日後においていずれもむ

しろ瞳かながら増加しており,ワニス処‡酎こよってほ電

気的性質にほとんど影響を受けないことが認められた｡

(2)ワニスクロスとともに加熱した絶縁油の劣化

(A)着 色 度

ワニスクロスを浸漬して加熱した絶縁油の着色度をロ

ビボンド比色計で測定した結果,1000C-15～30 日以下

の加熱でほ黒色クロスによる着色度のカが大きいが,

1200C¶15 日以上の加熱でほ両者間に大差を認められな

い｡なお油の着色ほワニス成分の一部が溶出することに

一因があるが,必ずしもその量を示すものではないこと

に注意が肝要である｡

(B)粘度の増加

ワニスクロスとともに1000cぉよぴ120ロC で1日～

30日間加 した絶縁油忙ついてレッドウッド粘度計で,

500Cにおける粘度を測定した結果,黒色品と黄色品の間

の差異は認められなかった｡

(､C)酸価,体積固有抵抗および絶縁破壊電圧の

化

酸価,体積固有抵抗および絶縁破壊電圧の変化は,絶

縁油の劣化をみるものとして重要な特性である｡

体積固有抵抗ほ,ワニスクロスとともに1000cぉよび

1200cで15日間およぴ90日間加熱したものについて測定

したが,絶縁油のみを同じ条件で加熱したものより明ら

かに低下している｡しかしいづれの場合にも黒色品と黄

色品の問には大差を認めなかった｡

絶縁破壊電圧は,上記体積固有抵抗測定試料について

測定したが1回の測定結果で,スラッヂの影響もあって

判然としないが,黒色品と黄色品の間に大差を認めない｡

酸価も上記粘度測定試料について測定したが崇色品と

黄色品の間に大差を認めず,一例として100Dc加熱結果

を示すと舞1表にみるように黒色品の方が黄色品に比し,

酸価の増加は幾分少い｡

以上の結果から黒色品と黄色晶の耐油性を比 した場

合,ワニスクロス自体の劣化ほ黒色品の方がむしろ少く,

絶縁油の劣化においても一般に大差なく,酸価の上昇は

特
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第2図 ワニスクロスの絶縁油中加熱時問と絶

縁破壊電J｣一三の関係

Fig.2.Relation Between Heating Timein

Insulating Oiland Breakdown Valtage

of Varnished Cloth

第1表 ワニスクロスとともに1000cで加熱した

絶縁油の酸価

Tablel.Acid Value ofInsulating OilHeated

Together with Varnished Cloth atlOOロC

0.019

0.130

0.130

0.149

31

0.130

0.204

0.242

0.149

黒色品の方がむしろ少く,これらの点から考えて黒色品

も,実際に絶 油が電力川 圧器などに依田される最高

弘L度1000c程度の高温渦中においても十分使用できるも

のと考えられる｡

〔ⅠⅠⅠ〕ワニスクロス類の耐湿性および耐熱性

ワニスクロス ､て耐熱性の検討は数多く行われ

ているが,耐湿性についてほあまり検討されていないよ

うに恩ほれる｡しかし,発電機コイル･キャソブリックケ

ーブルなど使用状態によってほ非常に重要な特性である

から,ワニスクロス(以下VCと略す),ワニスシルク(_以

下VSと略す)およびワニスナイロンクロス(~以下VNと

略す)について耐熱性および耐敵性を比較検討してみた｡

(1)耐 湿 性

(A〕吸水率および吸湿率

第3図､弟4図に240c～26DC清水中での吸水率と40ロ

100%相対湿度(以下RHと略す~)中での吸湿 を示

すが,VCが吸水,吸湿ともに最大で6昼夜後も増加の

帆舶こある｡VSほVCに比してかなり少く,一昼夜後

で大部分の吸湿,吸水をし,その後ほ飽和の傾向を示し
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(の茜色ワニスイ乗用孟 lβ)黒色ワニス便用品

第3図(240C～260c)水中における浸水時間と吸水

率の関係
Fig.3.Relation BetweenImmersing Time

Water and Water Absorption

ている｡VNは前二者よりほる

かに少く,しかも一昼夜以後は

はとんど増加していない｡これ

は脊 和の特性がそのまゝ表わ

れたものと考えられる｡また

40口C-100%RH中における吸

湿率の方が浸水による吸水率よ

り大きいが,これは高湿度中に

おける方が水中よりワニスフイ

ルムに対する水分の透過率が大

きいためと思われる｡

(B)吸水および吸湿によ

る絶 破壊電圧の変化

400c【90%RH,400c-100%

RHおよび浸水の3つの条件で

絶縁破壊電圧の変化を測定した

が,40口C¶100%RIi処理の結果

を弟5図に示した｡どの条件の

場合もVNが故も低下が少く,

VSがこれにつぎ,VCが最も
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ーの責巨ワニス便踊昌 仙黒色ワ=ス使用品

第4図(400C＼100%RH)中における吸湿時間と吸

湿率の関係

Fig･4･Relation Between Air Exposing Time

OflOO%RH at400candMoistureAbsorption
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(∂)栗色ワニス棟用品

第5図(40ロC-100%RH)巾における吸湿時間と絶縁破壊電圧の関係

Fig･5･Relation Between Air Exposing Time
oflOO%RH at

40りC and Breakdown Voltage

大きい｡またいづれも1昼夜でほゞ飽和値に近くなる｡

また条件による差は40凸C-100%RHが低下最大で,〉つ

ぎに浸水40Dc--90%R王iが最小となっている｡

(C)体積固有叔朝〔β(v)〕および

表面固有蘭抗〔.0(s)〕

40ロC-100%`RH中での吸掛こよる〝(v),桝S)の変化を

葬る図､舞7図(次頁参照〕に示す｡P(Ⅴ)は試 片の悍

さ(吸湿~抗,吸湿速度などに関係する)を考慮に入れた

場合,VNが他のものに比して低下が少い｡VS と VC

ほ大差はないが,■前川行った40DC-90%RHり--でのh~づ様

試験緋 とも考えあわせるとVSの方がすぐれているも

のと考えられる｡

爪s〕は斎藤代らの報告(1)にもあるようにVNがVS,

VCに比して非常に高い値を示している｡VS と VCほ

今までの試験紙呆および諸

が高いのに対し

告などからみるとVSの方

験結果は逆になっているがその

理由は明かでない｡

吸湿後のtan∂およぴ∈ もVNが最もすぐれ,つぎ

にVSでVCが最も劣る｡

以上の結果のみから耐湿性のすべてほ論じられない
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第6図(400c～100%RH)中における吸湿時間と

体積固有抵抗の関係

Fig･6.RelationBetweenAirExposingTime

oflOO%RHat40OcandVolumeResistivity

が,実験の範幽では耐水性およ

び耐湿性はVN>VS>VCの

順になる｡

(2)耐 熱 性

(A)130ロC加熱こよる引

張強度および伸びの変化

縦方向の引張強度の変化を

弟8図匿示す｡一般に引張強度

の

は加

化ほ,黒色VCおよびVS

初期にほ幾分増加し,7

日後から低下の傾向を示す｡

VNは加熱初期から低下してし

だいに飽和する｡変化の状態は

以上のようであるが,その値は

使用ワニス(黒色または黄色)

および織維方向(縦または横)

によって があるが,全体的
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第7図(40ロC-100RH)中における吸湿時間と表

両国有抵抗の関係
Fig,7.Relation王∋etweenAirExposingTime

oflOO%Rh at40eCand SurfaceResistivity
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第8図130Dc 加

Fig.8.Relation

Strength

にみて VC が最大でつぎに VS,VNの順に小さくな

る｡

つぎに縦方向の伸びの変化を弟9図に示す｡一般に伸

びの低下の程度はVNが最大でつぎにVS,VCの順に

なる｡その値はVNの常態における値が大きいので1

～4日目まではVNが最大でつぎにVS,VCの順であ

るが,7日目になると黒色品では三者ほゞ同等になり,

黄色品ではVN,VS,VCの順に大きい｡こゝには示さ

♂
ニ
高
誼
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～ J ∠ J J 7

和鯉日詩問 旧)

(占)栗色｢ニス使用品

熱 時 間 と 引 張 強 度 の 関 係

Between Heating Time at1300c and Tensile

なかったが繊維方向による差はほとんど認められなかつ

た｡

しB)加 による絶縁破壊電圧の変化

130'c加熱による絶縁改壊電圧の変化を見ると,VCは

加熱初期から低下しているが,VSおよびVNは加熱7

日位までは増加し,9日位では飽和あるいは幾分低下の

傾向を示し,その値ほVNが最も高くつぎにVSで,

VCが最も低い｡
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(C)加熱によるtan6,e,P(v)およびp(s)の変化

130Oc加熱による tan∂およびEは,VC,VS,VN

ともに低下しているが森代ら(2)によればこれは脱湿,脱

溶剤作用iこよりイオン伝導の阻害に起因する伝導度の減

退のためであり,また硬化するに従いコロナの発 が優

勢になると考えられるので,さらに加熱し,または高い

電界強度を用いればtan∂はしだいに増加するものとい

われる｡

β(Ⅴ)およびp(s)はしだいに増加し,直偏法では1015

(ncm)以上で測定不能となった｡

(Dノ)耐熱屈曲性

耐熱屈曲性の判定法としては

JIS法(3〉,3(pマンドレル試験など

あるが,1300c加熱昔よるJIS法

でほ,弟2表に示すようにVCが

最も悪く,VS と VNほ同等であ

り,黄色晶は黒色晶の2倍の性能

を示している.｡1300c加熱による

3(ウマンドレル試験法では第2表

に示すように,VNが最も長時間

耐えており,つぎにVSで,VC

は両者に比してかなり劣るL〕ま

た黄色品は黒色品の約3倍長く耐

えている｡-これは供試ワニスクロ

スの一例であって,製 法によつ

ては迎の特性を示す場合があり,

黒色,黄色ワニス処理品の根本的

異でほない｡

(E)各基布の伸びの残存性

各温度による伸び試験の結果で

第 2

Table

〃

甜

へ
鞭
)

′詩

聖

は,ナイロンほ常温にて荷 を取去るとほとんどもとに

復したが,110～1150cでは荷重を除いてから1時間後に

全伸びの約30% もとに復するだけであった｡絹布,綿

布はほとんどこの伸びがなくかつ かな伸びほ加熱状態

でももとに復した｡このような現象はナイロンの 可塑

性によるものと考えられVNをコイルに巻付けて加熱し

た場合ゆるむことがあると考えられる｡LかしVNをパ

イプに巻付けた場合の加熱試験ではこのような事実は認

められなかった｡

以上の結果を綜合すると,耐熱性として,引張強度お

rタテ方向)
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(ム)黒色｢ニス便用品

と 仰 の 関 係
Fig･9･Relation Between Heating Time at130⊂c and Elongation

表
2
.

ワ ニ ス ク ロ ス 類 の 特 性

Properties of Varnirhed Fabrics

引 張 強 度

(kg/15mm巾)

伸 び

(%)

絶 縁 破 壊

tand (%)

〃(Ⅴ) (〔2-Cm)

〃(S) (£2)

杭

臣｢i主Ⅴ)
均(25乍〉)

9.85

8.17

31.8

37.1

12.20

7.56

4.73

5.97×1018

2.29×101;壬

5.48

4.99

18.7

22.0

9.54×101三さ

1.14×1013

936

12.32

9.9

10.87

264
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よび伸びほVNはVC,VSに比して劣るが,電気的性

能においては三者同等の値を示し,耐熱屈曲性は,VC

が最も劣り,つぎにVSで,VNは前二者に比して遥か

にすぐれている｡また基布の特性としてナイロンは

塑に基づく伸びの残存が多く,他の基布と呉る｡

可

〔ⅠⅤ〕ワニスクロス類のバイアスカットテー

プの伸長下の絶縁破壊電圧

一般にストレートカットのワニスクロス類は伸びが少

く,また引裂力があまり強くなく作業性に欠ける場合が

ある｡これらの欠点を補うものとして,伸びおよび引裂

力が大きく作業性が良好なバイアスカット晶が製造され

ている｡このバイアスカット晶についてほ,その川途か

らも明らかなように,伸長 および伸長下の絶縁破壊電

匠が重要な特性であり,これらの特性を十分に検討して

おく必要がある｡ワニスクロス類の伸長率については棚

橋氏の詳細な報告(4)があるので,ここでは伸長下の絶縁

破壊電圧について検討してみる｡伸長下の絶縁破壊電圧

の測定法はJIS(3)でほ一定荷重を一定時間加えた後,荷

重を除いた状態での絶縁破壊電圧となっており,ASTM

(5)では一定伸長率下での絶縁破壊電圧となっているの

で,一概に伸長下の絶縁破壊電圧といつても,その試験法

を規定しなければその性能は比較できない｡実際使用上

では勿論相互関係はあるが,加える荷重のみを問題にす

る場合にほJIS法が妥当であり,伸びのみを問題にする

場合にほASTM法が妥当である｡またワニスクロス類

でほ使用基布の厚さ,ワニス塗布量およびバイアスの切

断角度により伸長率および伸長下の絶縁破壊電圧ほ大き

く異るので,これらを同時に論ずることは困難である｡

(り ワニスクロスの伸長下の絶縁破壌電圧

厚さ 0.18mln黒色ワニスバイアステープにおける温

度とJIS法による伸長率および伸長下の絶 破壊電圧の

関係を第10図に,厚さ 0.18mmおよび0.25皿mのワニ

スバイアステープASTMの法による伸長下の絶縁破壊

電圧を弟11図に示す｡弟10図にみるように,伸びによる

絶縁破壊電圧の低下ほ伸び3%以【Fでほ短く僅かである

が,4～5%ではやゝ低下し,5%以上になる急激にと低

下する｡伸びの対数と

体直線関係になる｡

logッ=A一

対温度の逆数は下記のように大

月 但し プ:伸長

r:絶対温度〔OKノ)

A･β:定数(弟10図の場合

A=1,829,β=854〕

また第11図に示すように一定伸長下の絶縁破壊電圧

は,低温における方が高い｡これほワニス皮膜が亀裂を

生じない範囲では,ワニス皮膜の硬い方がむしろ伸長の

ハU

へゝき

出
師
鱒
苛
悪
製

別冊第13号

第10図JIS法によるワニスバイアステープの

各温度下における伸長率と伸長下の絶縁破壊電

圧の関係
Fig.10.Relation Between Elongation and

Breakdown Voltage Under Elongation of

Varnished Bias Cut Tape at Various

Temperaturein Accordance with JIS
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第11図 ワニスバイアステープの ASTM法に

よる伸長下の絶縁破壊電圧
Fig.11.Relation Between Elongation and

Breakdown Voltage of Varnished Bias Cut

Cloth Tapein Accordance with ASTM

Specification
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第12図JIS法によるワニスガラスバイアスチ

ーフの各温度下における伸長率と伸長下の絶縁
破壊電圧の関係

Fig.12･Relation Between Eelongation and

Breakdown Voltage Under Elongation of

Varnished Glass BiasCutTape atVarious

Temperaturesin Accordance withJIS
Specification

機構上から高い値を示すためではないかと思われる｡こ

の事突ほ弟13図にみるようにワニス皮膜の軌､D級(6)の

ガラスクロスが同一一伸長下で他のものに比して高い絶縁

破壊電圧を示していることからも推察できる｡

(2)ワニスガラス/くイアステープの伸長下の絶縁破

壊電圧

各絶縁種別のワニスガラスバイアステープの一定苛重

~Fの温度とJIS法による仲良率および伸長下の絶縁破壊

電圧の関係を第12図に,ASTM法による伸長~~~Fの絶縁

破褒電圧を弟13図に示す｡

弟12図に示すようにワニスガラスバイアステープの場

合ほ温度と伸びの関係が一般にワニスバイアステープの

場合と異り,また各紙緑槌別(各級)で使用ワニスが異

るためその特性が異る｡ワニスガラスバイアステープの

伸びが一触こ大きいのは,バイアスカットにした場合ガ

ラスクロスは繊維の絡み合いが少く,また生布の糊付加

工が施してないため糸が滑り易く,スムースに伸びるた

めと思われる｡使用ワニスによる差では,B放,D級ほ

大体ワニスバイアステープの場合と同様の傾向を示して

いるが,その感温比ほ大である｡シリコーン(H級)の

場合には他とかなり異り,100C以下では非常に僅かで,

100cを越えると急激に増加Lているが,これほシリコー

伸 長 垂l′宥)

､

､

!

J

■
‥
･
璧
∵
製

第13図 ASTM法によるワニスバイアスガラス

テープの伸長下の絶縁破壌電圧
Fig･13･Relation Between Elongation and

Breakdown Voltage of Varnished Glass

BiasCutTapeinAccordance-With ASTM

Specification
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第14図 シリコーンワニスガラスバイアステー

プの切断角度と伸長率および伸長下の絶縁破壊

電圧の関係

Fig.14.Relation Between Elongation and

Breakdown Voltage Under Elongation at

Various Bias Cutting Angles of Silicone

Varnished Glass Bias Cut Tape
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ン樹脂自体の特性によるものである｡またワニスバイア

ステープについてもいえることであるが,ワニスガラス

バイアステープの場合ほ特に切断角度によってその伸び

は異り,H級についての一例を示すと弟14図のようであ

る｡

伸長による絶 電圧の低~Fは,一般にワニスバイ

アステープの場合とその傾向ほ同様であるが,伸長 10

～14%までほ一様に低下し,それ以上になると低下ほ急

激になる｡一定伸長率下の絶縁破壊電圧ほ第13図に示す

ようにB級,H級に比してD級の低下が少いが,これは

ワニスの硬度からくる伸長機構の差によるようである｡

また0･18mm厚さのものに比し0.25mm厚さのものは

低下率が少いが,これはワニス塗布量の差によるものと

考えられる｡以上の結果よりつぎのことが結論づけられ

る｡

(A)伸長による絶縁故壊電圧の低下に及ぼす影響と

してほ,温度の差ほワニス皮膜の硬度(低温による硬化

など)とも関連があり判然としないが,伸びの絶対量が

最も大きい｡ワニス 布量の影響も大きい｡

(B)伸長による絶縁奴壊電圧の低下は,ワニスバイ

アステープでほ黄色,黒色問および厚さによって大差な

かったが,ワニスガラスバイアステープほ厚いもの程低

下率が少く,D奴ほH級,B級に比して一定伸長下の低

下率が少い｡

(C)絶縁破壊電圧の低下は,ワニスバイアステープ

でほ3～4%,ワニスガラスバイアステープでほ8～12%

程度の伸長までは少いが,それ以上でほ両者とも著しい｡

(D)温度および切断角度の伸長率におよぼす影響は

大きい｡

〔Ⅴ〕ワニスクロス類の絶縁破壊電圧と電極

面積の関係

JIS,ASTMおよぴBSSなどによる一般絶縁材料の

試験方法は呉った点が多く,ワニスクロス類の絶縁破壊

圧試験においても使用電極(形状および面積)および

電圧上昇率その他が異り,これら試験方法の による特

性の相異は性能の比較を行う上に検討を要する問題であ

ると思われる｡電極面積と絶縁破壊電圧ほ電気機給の絶

緑部分の設計上関係が いので少しく検討を行った｡

絶縁物の絶縁破壊電圧は,その程度ほ絶縁物の種掛こ

よって異るが,一般に電極面積を増すと低下する｡この

理由は弱点の存在,電圧印加による発生熱量および緑端

効果その他で論じられている｡ワニスクロス類について

は,電極面積の増加にともなう電極間中に含まれる弱点

の増加が大きな原因と考えられる｡ここで,もし弱点の

増加によるもののみと仮定すれば,絶縁破腰電圧と

料 特 集 号
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醒
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璧
裂

‥

‥

.
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別冊第13号

､･･
‥ ∴

電場面積(電通直杢血

第15図 マイカペーパ,ワニスクロス,ワニスシ

ルクの電極而積と絶縁破壊電圧の関係
Fig.15.Relation Between AreaofElectrode

and Breakdown Voltage of Mica Paper,

Varnished Cloth and Varnished Silk

面積の関係は, 計約手法によってある程度理論的に解

析できるわけであり,ここでほ最小値の確率密度関数の

理論(7)より計貨値と実験値を比 検討Lた｡

(り 最小値の確率密度関数の理論(本

もの)

用の

Apの電極によって測定したワニスクロスの絶縁破壊

電圧をP(肌,α)とすれば,面積を〃惜したqやの 極

により測定した同一ワニスクロスの絶縁破壊電圧ほ次式

で示される｡

平均値

標準偏差

但し

∬=〝富一α脱

ぎ=∂ル♂

例‥平均絶縁破壊電圧

α:絶縁破壊電圧の標準偏差

仇Ⅳ,れⅣ:定数

(2)試験結果およびその芳率

ワニスクロス,ワニスシルクおよひごマイカペーパにつ

いての計算値,実測値の一例を舞15図に示す｡図でわか

るように,マイカペーパのような比較的弱点の多いもの

では実測値と計算値が全く一致しており,前記理論がそ

のまゝ適用できるように思われる｡ワニスクロス,ワニ

スシルクなどではその傾向ほ一一致しているが,その値ほ

マイカペーパの場合に比してかなり差がある｡これほワ

スロクスニ などでは比較的弱点が少いためであろう｡

また測定回数および計算値を求める場合の基本電極面積

の採用方法にもまだ考慮すべき問題があるように考えら



ス ク ロ ス

れる｡しかしこの実験から,今まで非常に誤差が多いと

考えられていた絶縁破壊現象においても,この種絶縁物

に関してほかなり統計的手法を応川できることを認め

た｡

弟15図にみるように矢渕値で 6`γ-(ASTM規格)と

25中(JIS規格Jによる値の間に大きな差があるから性能

判定時の使用竃庸面積ほ慎重に検討する必要があること

を示している.｡

〔ⅤⅠ〕結 言

ワニスクロスに閲し,電長く機器の設計上ならびに使用

上参考になると思う二,三の特殊試験結果について述べ

たが要約するとつぎのようである｡

(1)黒色ワニスクロスほ高配の絶縁油し恒こおいても

黄色ワニスクロスと同

(2_) スロクスニワ

に偵ノー｢iできる｡

中ワニスナイロこ/クロスほ耐視

性,耐熱lて机こ概して優れているが矢川上注意を要する点

がある｡

晶

日 立黒色耐熱ワ ニ スク ロ ス

HitachiHeat Resistant Black Varnished Cloth

主として船舶用ケーブルに使川される黒
ワニスクロ

スで,掛こ耐熱性にすぐれており,AB規格(125ロC土

2.5′1c150時間3寸)0.K.)に合格するものでJISの1200

土3｢C24時間よりは,はるかに甜告な条附こ耐え得る｡

これに加えて伸長率の低温時における低下および高温時

における増加は憤準品より少ない,すなわち感温比の′J＼

さいという侍色がある｡

第1表 耐熱ク ロ ス の
一般性能

Tablel.GeneralCharacteristics of Heat

Resistant Varnished Cloth

品 種

さ(mm)

湿 熱 性
し800C72時間)

熱 性
(1250C150Pns3¢)

引 張 荷 重

(kg)

伸 長 率

(%)

絶縁破壊電j王

(kV)

(托)布目留

タ テ

ダ テ

0.19

11.0

0.25

規 格

皮膜にヒビが
入らないこと

類 の の 特 性

(二3)ワニスガラスバイアスクロスは同一伸長率下で

ワニスバイアスクロスより電気的特性の低ドが少ない｡

(4) ワニスクロス だけでな くこの桂シート状絶縁

物の絶縁破壊電圧とその測定電極面積ほ,実際使用上慎

重な検討を要し,これら間 への統計的手法の導入は今

後の課題であると考える｡

終りに臨み,本研究に軽々御教示賜った日立絶縁物工

場日月コニ場長始め棚橋,松島,川名課長および 資料を提

伏して下さった小川,萩谷両氏匿厚く感謝の意を表する｡
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第1図 温度と伸長率および絶縁耐力の関係

Fig､1.Relation between Temperature,

Elongation and Dielectric Strength of

HitachiHeatResistantVarnished Cloth

絶縁耐力の温度による変化も同様傾向がみられ,標準

品より良好である｡その他の特性は勿論JISのワニスク

ロス規格に合暦している｡なお長さは150～200m切目

なしの製造が可能でその一般特性の1例を弟1表に,温

度と伸長率および絶縁耐力の関係を弟1図に示す｡



特 許 と 新 案

最近10年間日立評論に発表された絶縁材料関係論文集

巻数, 頁(年代)

勇
次
三
雄
恭
一
夫
次
郎
郎
三
郎
郎

出

三

紋
健
芳

光
目
亮
一
四
窟
清
四

郎

沢
月
原
松
野
部
川
山
沢
田
野
林
n
j

田

里
…
口
柴
小
磯
阿
才
恍
金
鶴
高
小
鴨

鶴

34(/46)

52(′46)

85(′47)

152(/47:)

35(′48)

刀
2
9
汐

論文集1,31(′48)

論文集1,52(′48)

論文集1,107(′48)

好
夫
万
郎
里
郎
三
郎
万
恵
郎
好
義
方
雄
郎
好
好
夫
好
男
雄
市
美
勇
喬
夫
人
保
男
雄
生
郎
郎
彦
郎
夫
雄
市
隆
郎
大

害幸

七
千
四
窟
勉

好
七
喜

充
七
喜
菖
幸
善
治
充
大
義

日
利
{
糾
信
允
長
七
卓
塁
三
末
充
大
技
三
夫

瀬
野
本
田

和

田
野
村
本
山
m
瀬
尻
本
川
田
瀬
瀬
野
漸
橋
川
田
木
野
島
川
上
田
塚
川
m
間
藤
崎
木
内
川
田
辺
本
内

(第44頁へ続く〕

間
荻
久
川
松
鶴
高
福
久
松
川

和

和

問
江
久
]
‖
川
間
間
荻
開
高
志
福
鈴
吉
松
才
井
下
遅
吉
鎌
川
須
黒
〓
大
吉
福
渡
山
大

177(′49)

152(′50)

179(/50)

937(′50)

573(′51)

949(′51)

415(′52)

499(/52)

713(.′52)

785(/52)

807(′52)

903(′52)

999(./52)

1219(′52)

1325(/52~)

1335ぐ′52)

457(/53)

721(′53)

977(′′53ノ)

▲
1
ム
リ

3

3

一
4
｡
一
4
.
4

3

3

3




